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●確認事項●確認事項

１ 目的： ユニバーサルデザインに配慮したサインマニュアルの策定１．目的： ユニバ サルデザインに配慮したサインマニュアルの策定

①より多くの人々に情報を正しく伝える

②非常時には情報を素早く確実に伝える②非常時には情報を素早く確実に伝える

２．研究項目

①先進事例の調査

②サイン計画

③公共施設におけるユニバーサルデザイン・サインマニュアルの策定

④チェックシートの作成

⑤スイトピアセンターおよび本庁舎の現状把握と機能向上に向けた

改善点の整理



３．スケジュール： 2010年8月～12月（5ヶ月間）

①第 回有識者懇談会 月 （水）①第1回有識者懇談会： 8月11日（水） 10:30～12:00

②第2回有識者懇談会： 9月

③マニュアル＆チェックリストの作成： 10月～11月

④市民ワ クショップの開催： 11月④市民ワークショップの開催： 11月

⑤委員会（議会）報告： 12月

⑥まとめ： 12月



●最新事例の紹介●最新事例の紹介

１．大田区役所

２．江東区南砂町

３．越谷レイクタウン越谷 イクタウン

４．丸の内ブリックスクエア

５．その他

・千代田区井上眼科病院／足利市柏瀬眼科医院

軽井沢保健福祉複合施設「木もれ陽の里・軽井沢保健福祉複合施設「木もれ陽の里」

・愛媛県松山市

中部国際空港「セントレア」・中部国際空港「セントレア」

・九州大学病院小児センター／八戸赤十字病院

・NTTドコモハートフルプラザ・NTTドコモハートフルプラザ



１．大田区役所

















































２．江東区南砂町







































３．越谷レイクタウン











































































































































４ 丸の内ブリックスクエア４．丸の内ブリックスクエア











































５．その他

お茶の水・井上眼科クリニック

タイルカ ペ トの主動線中央にビ ルタイルを連続配置 歩行感や素材感

そ 他

・タイルカーペットの主動線中央にビニルタイルを連続配置。歩行感や素材感、

杖による感触の違いで誘導を誘う

・床による誘導は、受付、各ゾーンの入口、多目的トイレ、

エレベ タに対しておこなっているエレベータに対しておこなっている

・照明も主動線に沿って配置



お茶 水 科お茶の水・井上眼科クリニック

・誘導サインはダークブルーに白文字。まぶしさを感じることが少なく見やすい



足利市柏瀬眼科医院

・色彩と素材感で歩行ルートと検査エリアを分離

・色彩と照明で空間の輪郭を際立たせる



足利市柏瀬眼科医院足利市柏瀬眼科医院

・カラーシミュレーションで発見しやすさと読みやすさを追求したサイン

色彩と照明で発見しやすくした受付・色彩と照明で発見しやすくした受付



軽井沢保健福祉複合施設「木もれ陽の里」

・動線の主軸となる「コミュニケーションモール」。動線 」

十分な幅員があり、 照明や自然光で方向性を誘導

・見通しがよい「コミュニケーションモール」の交差部

日建設計



愛媛県松山市 松山タウンボード（市街地12カ所に設置）愛媛県松山市 松山タウンボ ド（市街地12カ所に設置）

・プラズマディスプレイ
37.50インチのプラズマディスプレイから、観光映像や企業広告が流れる

電光文字サイ・電光文字サイン
まちのリアルタイムな情報や、お知らせ、ニュースや天気など、身近な情報が流れる

・タッチパネル
タイムリーなイベント情報や観光施設、お店情報が簡単操作ですぐにみつかる

・携帯メール配信
自分の携帯電話にまちの情報をメールで取ることができる

・ポスターポスタ
まちのイベントや催事情報から民間広告など多様な案内をポスターで紹介

・チラシ・パンフレット
観光パンフレットや広告紙、民間の広告やフリーペーパーなどを設置













中部国際空港「セントレア」

・必要最小限に抑えられた誘導ブロック

コンサル：AJU自立の家

完成までに延べ1500人の障害者を動員し、声を活かした。時には相反する意見をまとめあげた。



九州大学病院小児センタ九州大学病院小児センター

・「わかる」段階から「理解して受け入れる」段階へ促す



赤十字病院八戸赤十字病院

・グリッド天井が斜めに交差する箇所を病棟の目印に変換

病棟の廊下とアル ブの生け花・病棟の廊下とアルコーブの生け花。

目印であるとともにコミュニケーションのきっかけとなる



NTTドコモハートフルプラザ



●本日の検討課題本 検討課題

１．サイン整備の基本的な考え方について

①サイン整備の目標（環境改善、観光推進、市街地活性化、地域特性等）

②サイン整備の方針（UD、範囲、対象物件、環境、景観、維持管理等）

２．サインの基準について

①表示（表記 書体 明度差 色彩 レイアウト 言語 記号 ピクトグラム等）①表示（表記、書体、明度差、色彩、レイアウト、言語、記号、ピクトグラム等）

②仕様（サイズ、形状、構造、位置、方向、高さ、材質、表面加工、照明等）

③システム（案内＆誘導システム 五感 他メディアとの連携 人的援助等）③システム（案内＆誘導システム、五感、他メディアとの連携、人的援助等）

３．チェックリストについて

①利用方法と活用方法

②ボリューム

４．次回までの課題とスケジュール調整


